
政
令
第

号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
石
綿
に
よ
る
健
康
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
大
気
汚
染
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八

年
法
律
第
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三

十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
、
第
六
条
の
二
第
二
項
、
第
九
条
の
十
第
八
項
（
同
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
並
び
に
海

洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
十
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

目
次
中
「
第
五
条
の
十
」
を
「
第
五
条
の
十
二
」
に
、
「
第
七
条
の
六
」
を
「
第
七
条
の
八
」
に
改
め
る
。



第
二
条
第
十
二
号
イ
中
「
第
三
条
第
三
号
ヌ
」
を
「
第
三
条
第
三
号
ヲ
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
四
第
五
号
ヘ
中
「
建
築
物
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
工
作
物
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
号
中
チ
を
ル
と
し
、
ト
を
リ
と
し
、
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
の
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
ト
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
号
中
ヘ
を
チ
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
の
積
替
え
を
行
う
場
合
に
は
、
積
替
え
の
場
所
に
は
、
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
が
そ
の
他

の
物
と
混
合
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
、
仕
切
り
を
設
け
る
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
号
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物
で
あ
つ
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
」
と

い
う
。
）
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
場
合
に
は
、
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
が
、
破
砕
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
方
法

に
よ
り
、
か
つ
、
そ
の
他
の
物
と
混
合
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
他
の
物
と
区
分
し
て
、
収
集
し
、
又
は
運
搬
す

る
こ
と
。

第
三
条
第
二
号
中
「
を
除
く
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
前
号
ト
」
を
「
前
号



リ
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
の
処
分
又
は
再
生
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
の
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
前
号
ト
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

(1)

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
に
よ
る
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
を
な
く
す
る
方
法
と

(2)
し
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
収
集
又
は
運
搬
の
た
め
必
要
な
破
砕
又
は
切
断
で

あ
つ
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
条
第
三
号
中
「
ヌ
に
」
を
「
ヲ
に
」
に
改
め
、
ヌ
を
ヲ
と
し
、
リ
を
ル
と
し
、
チ
を
ヌ
と
し
、
ト
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

チ

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

最
終
処
分
場
（
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
限
る
。
）
の
う
ち
の
一
定
の
場
所

(1)
に
お
い
て
、
か
つ
、
当
該
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
が
分
散
し
な
い
よ
う
に
行
う
こ
と
。

埋
め
立
て
る
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
が
埋
立
地
の
外
に
飛
散
し
、
及
び
流
出
し
な
い
よ
う
に
、
そ
の
表
面
を
土

(2)
砂
で
覆
う
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。



リ

石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
を
前
号
ト
の
規
定
に
よ
り
処
分
し
、
又
は
再
生
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
の
埋
立

処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
す
る
こ
と
。

第
四
条
の
二
第
一
号
ト
中
「
第
三
条
第
一
号
ホ

及
び

」
を
「
第
三
条
第
一
号
ヘ

及
び

」
に
改
め
、
同
号
リ
及
び

(2)

（3）

（2）

（3）

同
条
第
二
号
イ
中
「
第
三
条
第
一
号
ト
」
を
「
第
三
条
第
一
号
リ
」
に
改
め
る
。

第
二
章
中
第
五
条
の
十
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
認
定
証
）

第
五
条
の
十
一

環
境
大
臣
は
、
法
第
九
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

認
定
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
休
廃
止
等
の
届
出
）

第
五
条
の
十
二

法
第
九
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
収
集
若
し
く
は
運
搬
若
し
く
は
処
分

の
事
業
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
廃
止
し
た
と
き
、
又
は
当
該
認
定
に
係
る
無
害
化
処
理
の
用
に
供
す
る
施
設
を
廃
止
し

、
若
し
く
は
休
止
し
、
若
し
く
は
休
止
し
た
当
該
施
設
を
再
開
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
旨
を
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



２

法
第
九
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事

項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
第
三
条
第
一
号
ヘ
及
び
ト
」
を
「
第
三
条
第
一
号
チ
及
び
リ
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号

ホ
と
し
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
第
三
条
第
一
号
ト
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
第
三
条
第
一
号
ホ
」
を
「
第
三
条
第
一
号
ヘ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号

ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
積
替
え
を
行
う
場
合
に
は
、
第
三
条
第
一
号
ト
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
で
あ
つ
て
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
」
と

い
う
。
）
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
場
合
に
は
、
第
三
条
第
一
号
ホ
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ

中
「
第
三
条
第
一
号
ト
」
を
「
第
三
条
第
一
号
リ
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（1）



ニ

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
処
分
又
は
再
生
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
保
管
を
行
う
場
合
に
は
、
第
三
条
第
一
号
ト
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

(1)

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
に
よ
る
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
を
な
く
す
る
方
法
と

(2)
し
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
収
集
又
は
運
搬
の
た
め
必
要
な
破
砕
又
は
切
断
で

あ
つ
て
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条
第
一
項
第
三
号
リ
中
「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
の
下
に
「
（
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同

号
ル
中
「
第
三
条
第
三
号
ヌ
」
を
「
第
三
条
第
三
号
ヲ
」
に
改
め
、
同
号
ム
中
「
ラ
」
を
「
ム
」
に
改
め
、
同
号
ム
を
同
号

ウ
と
し
、
同
号
ラ
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
廃
棄
物
」
の
下
に
「
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
を
前
号
ニ

の
規
定
に
よ
り
処
分
し
、
若
し
く
は
再
生
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
」
を
加
え
、
同
号
中
ラ
を
ム
と
し
、
ヨ
か
ら
ナ

ま
で
を
タ
か
ら
ラ
ま
で
と
し
、
カ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヨ

石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

最
終
処
分
場
（
第
七
条
第
十
四
号
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
限
る
。
）
の
う
ち
の
一
定
の
場

（1）
所
に
お
い
て
、
か
つ
、
当
該
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
が
分
散
し
な
い
よ
う
に
行
う
こ
と
。



埋
め
立
て
る
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
が
埋
立
地
の
外
に
飛
散
し
、
及
び
流
出
し
な
い
よ
う
に
、
そ
の
表
面
を
土

（2）
砂
で
覆
う
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
六
条
の
二
第
二
号
中
「
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
五
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
第
三
条
第
一
号
ホ

及
び

」
を
「
第
三
条
第
一
号
ヘ

及
び

」
に
改
め
、
同
号

（2）

（3）

（2）

（3）

ニ
及
び
同
項
第
二
号
チ

中
「
第
三
条
第
一
号
ト
」
を
「
第
三
条
第
一
号
リ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
カ
中
「
ヨ
」
を
「
タ

（1）

」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
の
二

廃
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
の
溶
融
施
設

第
七
条
の
二
中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
一
号
の
二
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
六
中
「
第
十
五
条
の
四
の
六
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
第
三
章
中
同
条
を
第
七

条
の
八
と
し
、
第
七
条
の
五
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
産
業
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
の
認
定
に
関
す
る
読
替
え
）

第
七
条
の
六

法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
九
条
の
十
第
八
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
は
、
同



項
中
「
前
各
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
同
条
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え

、

て
準
用
す
る
第
八
条
の
四
、
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
並
び
に
第
十
五
条
第
三
項
本
文
及
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
無
害
化
処
理
に
係
る
認
定
証
等
）

第
七
条
の
七

第
五
条
の
十
一
及
び
第
五
条
の
十
二
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
四
の
四
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の
十
二
第
二
項
中
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
十
五
条
の
四
の

四
第
二
項
第
一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
第
十
六
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
五
号
を
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
中
「
第
六
条
第
一
項
第

三
号
ラ
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
ム
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
廃
棄
物
処
理
令
第
六
条
の
五
第
一
項
第
三
号
ル
の
規
定
の
例
に
よ
り
排
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



第
五
条
第
一
項
第
十
四
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
中
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
ソ
」
を
「
第
六
条
第
一

項
第
三
号
ツ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
中
「
第
三
条
第
三
号
リ
」
を
「
第
三
条
第
三
号
ル

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
三
条
第
三
号
チ
」
を
「
第
三
条
第
三
号
ヌ
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
同
号
レ
」
を
「
同
号
ソ
」
に
改
め

、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

廃
棄
物
処
理
令
第
三
条
第
一
号
ホ
に
規
定
す
る
石
綿
含
有
一
般
廃
棄
物
又
は
廃
棄
物
処
理
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号

ロ
に
規
定
す
る
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
（
廃
棄
物
処
理
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
を
排
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
廃
棄
物
処
理
令
第
三
条
第
二
号
ト

本
文
の
規
定
に
よ
り
処
理
し
、
当
該
処

(2)

理
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
を
同
条
第
三
号
リ
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
状
態
に
し
て
排
出
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

同
号
チ
の
規
定
の
例
に
よ
り
排
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

九

廃
棄
物
処
理
令
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
（
廃
棄
物
処
理
法
第
二
条
第
四
項
第

二
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
排
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
廃
棄
物
処
理
令
第
六
条
第
一
項
第

二
号
ニ

本
文
の
規
定
に
よ
り
処
理
し
、
当
該
処
理
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
を
同
項
第
三
号
ム
に
規
定
す
る
基
準
に
適

(2)



合
す
る
状
態
に
し
て
排
出
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
号
ヨ
の
規
定
の
例
に
よ
り
排
出
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
ヨ
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
タ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
表

第
一
号
中
「
第
一
項
第
九
号
」
を
「
第
一
項
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
施
行
令
目
次
の
改
正
規
定
、
同
令
第
二
章
中
第
五
条
の
十
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
六
条
の
二
第
二

号
及
び
第
七
条
の
六
の
改
正
規
定
並
び
に
同
令
第
三
章
中
同
条
を
同
令
第
七
条
の
八
と
し
、
同
令
第
七
条
の
五
の
次
に
二
条

を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
石
綿
に
よ
る
健
康
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
大
気
汚
染
防
止

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
八
月
九
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

（
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
等
の
溶
融
施
設
に
関
す
る
経
過
措
置)

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第



七
条
第
十
一
号
の
二
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
当
該
処
理
施
設
に
つ
い
て
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
三

月
以
内
に
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
に
あ
っ
て
は
、
市
長
と
す
る
。
）
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
輸
出
貿
易
管
理
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
の
四
の
六
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
四
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。



理

由

石
綿
に
よ
る
健
康
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
大
気
汚
染
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い

、
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
廃
棄
物
の
無
害
化
処
理
に
係
る
認
定
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
石
綿
が
含
ま
れ
て

い
る
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
確
保
す
る
た
め
、
当
該
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
基
準
の
強
化
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。




